
園医より 

 

 

 

 

 

 本格的な夏です。たくさん汗をかくと体力を消耗します。食欲も落ち

やすい季節ですが、たくさん食べてしっかりと休息をとり、体調の変化

に気を付けながら、元気に夏を楽しみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バーベキュー、キャンプ、花火などに多いのが「やけど」です。やけ

どは適切に対処しなければ治るのに時間がかかったり、痕がのこったり

してしまいます。 

  

① やけどをしたら、とにかくすぐに患部を冷やすことが大切です。 

家庭であれば水道水、範囲が広ければシャワーで冷やしましょう。 

 

※お湯などが服の上からかかった場合は？ 

慌てて脱ぐと水ぶくれが破け、傷が深く 

なることがありますので、服の上から 

流水で冷やしましょう。 

 

※水ぶくれがある場合は？ 

水ぶくれの中には傷を治す成分が含まれているので破かない 

ようにします。冷やす際には、水ぶくれにポリ袋やラップを当て、

その上から流水で冷やすとよいでしょう。 

 

※どのくらい冷やすとよい？ 

基本的には 5～10 分、しっかり冷やします。深いところまで 

熱があるので、十分すぎるくらい冷やしましょう。 

 

② 医療機関にいくべき？判断ポイントはここ！ 

自分で何とかするか、受診するか、救急車を呼ぶか、悩むことも・・・ 

どの程度のやけどなら受診した方がよいのか、判断ポイントを紹介

します。 

以下に当てはまる場合は受診をお勧めします。 

 

1、顔や手をやけどした、 

顔や手は皮膚が薄いため、やけどが深くなりやすいです。手は

機能的な問題が起こるリスクも。 
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乳児健診 

17 日(木) 

やけどにご注意ください 



 

2、範囲が広い 

広範囲のやけどは、体液が流れ出て全身的な問題を起こす可能性が

あるので、救急車を呼ぶことも必要です。 

 

3、子どもや高齢者がやけどした 

子どもや高齢者は皮膚が薄いので、重症化する恐れがあります。 

 

4、基礎疾患がある 

糖尿病などの基礎疾患があるとやけどが治りにくいです。 

 

水ぶくれがある、皮膚が破れているところがある、皮膚が白く・あるい

は黒くなっている場合は受診をしましょう。 

 

☆毎年バーベキューコンロに触れた、カップラーメンのお湯、花火でや

けどなど、休み明けにやけどをした方がみられます。登園しても受け

入れが難しいことや受診が必要となる場合があります。○○の活動は

しないでください等の特別な過ごし方はできかねます。 

やけどの他、大きな怪我（骨折、捻挫、傷の縫合など）の際は、お

子さまをお預かりできない場合や受け入れ前に面談が必要となる場

合があります。登園前に園にお知らせください。詳細は園生活の手引

き P17 をご参照ください。 

お休み・お出かけの際は、怪我などにお気を付けてお過ごしください。 

 

 

上記の 

登園届 

について 

★咽頭結膜熱：医師記入の登園許可証が必要です 
(園生活の手引きの最終ページにあるものをコピーしてご使用

ください。園にもあります。形式は自由です。) 
★ヘルパンギーナと手足口病：保護者記入の登園許可証

が必要です 
（ホームページにあります。園にもあります） 

 


